
議 題 １ 

 報道機関各位                    記 者 発 表 資 料 

平成１９年５月１６日（水） 
問い合わせ先：都市経営戦略室 
担当：榎本・千葉 
電話：829-1063 829-1064 
内線：２１３２・２１３５ 

 

マニフェスト工程表の取組状況と実績評価の公表について 

 

さいたま市では、平成１７年９月に策定した「理想都市実現に向けた行動計画－マニフェスト工程表

－」の着実な実施を市政の最重要課題として位置付け、鋭意、取組を進めてきました。 

この度、２年度目を終えるに当たり、「行動計画」の各事業の取組状況や成果を基に実績評価を行い、

その結果を取りまとめました。 

 

１ 実績評価の方法 

  実績評価は、行動計画に示した１６２事業のうち、平成１７年度に「実施済・達成」となった１５

事業を除く１４７事業の全てについて、平成１８年度末時点での各事業の取組状況と成果を基に、都

市経営戦略会議において、次の３段階により行いました。           

      「実施済・達成 」    ⇒ 「★★★」 

            「順調に推移」        ⇒ 「 ★★ 」 

       「遅延・課題あり」   ⇒ 「  ★  」 

 

２ 実績評価の結果 

  全体の９５％の事業が「実施済・達成」又は「順調に推移」しており、昨年度に引き続き、おお

むね順調に進捗しています。 

  なお、「遅延・課題あり」の事業も一部ありますが、課題解決に全力を挙げ、その着実な実施に努

めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

評       価 事  業  数 割    合 

実施済・達成（★★★） ３７（ １５） ２３％ （ ９％）

順調に推移（★★） １１６（１３５） ７２％ （８３％）

遅延・課題あり（★）   ９（  ８） ５％ （ ５％）

未着手（－）   ０（  ４） ０％ （ ３％）

合           計 １６２（１６２） １００％（１００％）
順調に推移（★★） 

１１６事業（７２%）

遅延・課題あり（★） 

９事業（５%） 

実施済・達成（★★★）

３７事業（２３%） 

※（ ）内は平成１７年度  
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３ この１年の成果ベスト５ 

 

第１位 子育て支援策の充実（マニフェスト番号 54･57･60･61･62･63） 

「子育て日本一の都市」を目指し、保育所、地域子育て支援センター、放課後児童クラブの整

備等を促進しました。また、民設放課後児童クラブの運営委託費等を大幅に増額し、保育料を引

き下げました。さらに、子どもに関する施策の一元化を図るため、平成 19年 4月に「子ども未来

部」を設置しました。 

 
放課後児童クラブ数と入室児童数
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 第２位 「安心・安全なまちづくり」の取組推進（マニフェスト番号 15･91･92･93･94･95･96・100） 

全小学校、養護学校へ警備員を配置するとともに、「さい

たま市あんしんメール」の配信を開始するなど、子どもた

ちの安全確保の取組を強化しました。   

また、大規模災害や特殊災害に対応するため、特別高度

救助隊（愛称：さいたまブレイブハート）を創設しました。 

 
平成１８年１月から市立の全小学校と養護学校に警備員を配

置しています。（大宮小学校登校時の様子） 
 

 

第３位 公共施設へのＡＥＤの設置（マニフェスト番号 44） 

八都県市首脳会議へ AED(自動体外式除細動器)の普及に向けた取組の提案を行うとともに、全国

の自治体に先駆けて、ＡＥＤ約４００台を公共施設へ重点的に設置しました。また、この AEDによ

り、市民の尊い命が救われた事例も報告されました。 

ＡＥＤ（自動体外式除細動器） 

 
設置実績及び予定台数  
年 度 設置台数 

平成１８年度 ３９７台 

平成１９年度予定 ２３０台 

計 ６２７台 
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第４位 保健所等複合施設、療育センターさくら草及び障害者総合支援センター、高齢者生

きがい活動センターの開設（マニフェスト番号 40･38･42･39） 

「保健所」や「健康科学研究センター」、「障害者総合支援センター」など、指定都市にふさわしい

核となる基盤施設を開設しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 保健所・健康科学研究センター 障害者総合支援センター 

 

第５位 鉄道博物館の整備促進（マニフェスト番号 82） 

さいたま市を代表する文化の一つである鉄道文化の振興と、魅力あるまちづくりに寄与する文

化施設として、長年行ってきた誘致活動が実を結び、「鉄道博物館」が平成１９年１０月１４日に

オープンします。 

 

 

 

 

 

４ 行動計画の更新 資料提供：財団法人東日本鉄道文化財団 

 

   理想都市実現に向けた取組を更に進展・充実させるため、行動計画の積極的な見直しを行い、実

施の前倒しや内容の充実を図りました。 

  

（１）予定を前倒しして実施する主な事業 

・構造改革特区で認定されている「さいたま市小・中一貫英会話」授業を平成１９年度中に全て

の市立小・中学校で実施します（マニフェスト番号９）。 

・平成１９年度と平成２０年度の２か年で全ての市立小・中学校の普通教室にエアコンを設置し

ます（マニフェスト番号 64）。 

 

 （２）内容の充実を図り実施する主な事業 

・確かな学力の向上を目指し、「学びの向上さいたまプラン」の推進に併せ、本市からの提案に

より、平成１９年度から八都県市共同で、「すくすく のびのび 子どもの生活習慣改善」キ

ャンペーンを実施します（マニフェスト番号 51）。 
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